
表紙のことば

１月号の表紙絵は例年通り年賀状の図柄に少し手を入れたものにした。今年は酉年少し騒
がしい年になるかもしれない。松の木にとまった尾長鳥が「初日の出」を見てその美しさに
驚き感激して大口を開けて初鳴きとして鬨の声を挙げている絵である。絵の中には１羽しか
いないが下のほうに沢山の仲間がいるのだと考えて欲しい。
今年は 30 数年ぶりにガバナーノミニーが当クラブから出る年である。クラブ員一同ガバナ
ーを中心として大きな鬨の声を挙げて頑張り、今以上に広く当クラブの存在を知らしめたい
ものと思う。今年は羽ばたきの年、飛躍の年である。頑張ろう！！
話は変わるが、私の家内は鶏が大嫌いである。とさかを見るだけで身震いがするそうである。
したがって私は結婚以来、家では鶏肉料理を食べさせてもらったことがない。その遠因は、
家内が幼かった頃親戚の家に行ったとき、夜のご馳走の１つとして裏庭で飼っていた鶏の首
を絞め、それを料理しているのを見て以来、鶏は勿論鳥類・獣類の肉を一切食べなくなり、
肉好きの私にも被害が出ることになった次第である。家内はベジタリアンではないので魚肉
は食べるのは救いであり、自分が魚を食べるときには時々牛肉料理を出してくれるが、種類
は限定される。ステーキでも焼き具合は完全なウエルダンにしてしまうので、禁止されてい
るキッチンに入って注文を付けなければならない。３週間のヨーロッパ旅行に連れて行った
こともあるが、海のない国では魚の種類も少ないのに、「家内は肉類を食べないので肉料理の
代わりに魚を頼む」とレストランに行くたびにつたない英語で説明し了解をもらうのに苦労
したこともあった。
昨年の11月15日で結婚してから63年になる。今年もロータリアンで生まれ年の還暦を迎え
た方はかなりあったが、結婚還暦はあまりないようである。結婚還暦を過ぎても食事的によ
く我慢しているなと我ながら感心している。
最近家内はアルツハイマーに侵され、物事を忘れ、毎日振り回されているが、肉を食べな
いということを忘れてくれれば一つの救いになるのだが、残念ながらそれは無理のようである。
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編 集 後 記

あけましておめでとうございます。平成 29 年の、新春を迎えロータリークラブの発展を祝
し会員各位のご安泰を心からお祈り申し上げます。
年明けからトランプ大統領の就任や、イギリスのEU離脱問題、韓国の慰安婦像の撤去問題
等海外のニュースが、そのまま日本国内の政治や経済の問題に、直結しております。
日本の国際化を感じる今日この頃ですが、国際的と言えば、日光東照宮や、寛永寺、伏見稲荷、
大阪の住吉大社他日本の８割ぐらい国宝、重文の修復等の仕事をしている小西工芸社という
会社があります。
この会社は 380 年くらい前に創立され、今も業界で抜きんでてトップの会社でありますが、
面白い事に、非常に日本的なこの会社の社長が、オックスフォード大学出身でデービッド・
アトキンソンと言われるイギリスの方です。アトキンソン氏は、裏千家よりお茶名も受けられ、
数多くの茶室も持っておられると聞いています。又京町家友の会の会長もされています。彼
は日本文化や、それを守る職人の喪失に危機感を持ち文化財の専門家として日本人以上に日
本文化の発展や保存に努力をされている社長でもあります。海外からの旅行者が、毎年確実
に増加している現在、日本人以上に日本の事をよく知っている海外の方が増えてきました。
アトキンソン氏以外にも超日本的会社の社長や、社員が海外の方という事も増えてくるかも
しれません。
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・IM報告
　（会長・３年未満会員）
・情報雑誌
　　　　
・家庭集会 
    クラブ奉仕・親睦
    SAA   

18

23

1417

９　
　
　

日

２月（平和と紛争予防/紛争解決月間）

２　
　

日

・ 愛媛第１分区  IM
（リーガロイヤルホテル）
・ ロータリー創立記念日

・ 世界理解と平和週間（2/23-3/1）

23　

日

16　
　
　

日

・内部卓話
新入会員：石川博敏会員

12　
　
　

日

１月（職業奉仕月間）

５　
　

日

・ 28年度新居浜市小中学生
科学奨励賞発表会（青少年）

・ 追悼記念週間（1/27含む）

26　

日

19　
　
　

日

・予算中間報告
・内部卓話（情報雑誌）
「ロータリー理解推進月間によせて」

８　
　
　

日

12月（疾病予防と治療月間）

１　
　

日

・ 新居浜RC創立記念日
・ カレンダー配布（社会奉仕）

22　

日

15　
　
　

日

・下期プログラム説明

【合同例会】※曜日注意！
・中学生弁論大会（青少年）
・短期交換学生例会出席12　

　
　

日

７月

７　
　

日

・ 中学生弁論大会（青少年）
・ 短期交換学生受入（国際奉仕）
・ IAC年次大会（今治市）
・ 市民一斉清掃（7：00 ～）
（社会奉仕・雨天31）
・ ③RA委員会・提唱クラブ連絡会議
・ 短期交換学生歓迎会（会長・理事）

28　

日

21　
　
　

日

・会計報告（2015 ～ 2016）
・短期交換学生受入報告（国際奉仕）
・情報雑誌

・家庭集会（12：00 ～）
　　　　　　※曜日注意！
　　元会長・元理事・副幹事
　　副会計
・出席表彰
・委員会活動方針（Ⅱ）
　　クラブ奉仕・プログラム・出席
　　増強・分類選考・広報
　　情報雑誌・会報・親睦
　　SAA
・クラブ協議会（18：00 ～）

・会長運営方針
・委員会活動方針
　　職業・社会・人尊
　　国際・財団・米山
　　青少年・RA・IA

８
10〜14
30.31
24

３

・ 中学生弁論大会（青少年）
・ 短期交換学生受入（国際奉仕）
・ IAC年次大会（今治市）
・ 市民一斉清掃（7：00 ～）
（社会奉仕・雨天31）
・RA委員会・提唱クラブ連絡会議
・ 短期交換学生歓迎会（会長・理事）

　　　　（ロータリー財団月
間）　　　　

・RAC活動報告
及び寄付金贈呈
（RACより社会福祉協議会へ）
・情報雑誌

・外部卓話（青少年）
　「新居浜市小中学生科学
　　奨励賞発表会報告」

・会長年頭所感
・情報雑誌

・外部卓話（人間尊重）

・外部卓話（米山）
米山奨学生

・職業奉仕功労者表彰
・外部卓話（職業奉仕）
・家庭集会
（元会長・現理事・副幹事・副会計）

・【夜間例会】（18：30 ～）
　会長上期回顧

特別休会

・定時総会
・情報雑誌

・クラブ協議会（下期活動計画）
 （18：30 ～）

・クラブ協議会（18：30 ～）
 （上期反省会）

29
日 休会休会

・家庭集会
（クラブ奉仕・親睦・SAA）
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日　時：平成28年12月８日(木)   12:00〜

場　所：��リーガロイヤルホテル新居浜

諮問人員：12名

議題および内容

1）�IM発表者及び発表内容について

2）�下期プログラムについて

3）�職業奉仕功労者について

4）�RYLAセミナーについて

5）�四国合同経営者facebook大交流会協賛・

後援依頼について

	 定 例 理 事 会 報 告 	 幹事　増 田 　 忍

（敬称略）

■ 12月22日　佐々木世希会員　黄綬褒章祝賀会 ■
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１. 私は、第64代会長に就

任し、７月７日に第１回例会

が始まりましたが、本日よう

やく上期の最終例会となり、

一安心しているところです。

２. RI会長ジョン・ジャー

ム氏は、「人類に奉仕するロー

タリー」を今期のテーマに掲げられ、地区前田ガ

バナーは「Passion & willで ロ ータリーに

challengeを！」をテーマに掲げられました。

私なりにこの両テーマを解釈すると、ロータ

リーは、さまざまの分野から、熱心で有能な職業

人が集まっている団体なので、そのようなロータ

リーが提唱するさまざまな事業活動に積極的に参

加すれば、自ずから、人類に奉仕することになる

のだといわれていると解釈しました。

それで、私は、今期の新居浜ロータリーの活動

方針として「身近なところから全員参加で奉仕

を！」を掲げた次第です。

新居浜ロータリーが実践するすべての事業に、

会員が情熱をもって積極的に全員参加していけ

ば、自ずから、人類に奉仕する新居浜ロータリー

になると思っています。そのためには、会員を増

強し、会員仲間の親睦を深めていかなければなり

ません。

３. 上期では、転勤のため５名の方が退会され

ましたが、本日までに、７名の方が新たに入会し

ていただき、会員数は、62名となっております。

下期早々には、住友別子病院の院長が入会になり、

さらには、重機の工場長など数名の方が入会して

頂けるものと確信しております。

永田ガバナー補佐からは、70名にせよと厳命さ

れております。桑原ガバナーノミニーを会員数70

名をもって支えていけるよう頑張ります。

４. 本年は、７月12日に、南ロータリーとの合

同例会を行い、そこに、市内中学生弁論大会で、

１席２席３席となった優秀な弁士３名をお迎え

し、４名の短期交換留学生にも出席してもらい、

アメリカ国旗と日本国旗をバックに、日本の若者

３名が堂々とした弁論をしてもらいました。

国際色豊かな、大変華やかな合同例会ができた

のではないかと思っております。

できましたら、来期以降も、本年同様な合同例

会を開いてもらえればと思っています。弁士の方

も、学校関係者も、本年のような時期に、一回の

弁論発表になり、しかも、アメリカの高校生も出

席してもらった場で発表できたことを大変喜んで

くれています。

５. 本年は、戦略計画委員会を新しく立ち上げ、

この人しかいないと思われる村上正純さんに、戦

略委員会委員長を引き受けて貰い、新居浜ロータ

リーでも、知恵者といわれる方を委員に加え、３

年後、５年後の新居浜ロータリーがどこに進むべ

きかについて示してもらうことになりました。こ

の試みがどう結実していくかは分かりませんが、

大いに期待しております。

６. ９月29日には職場訪問がありました。

新しく建ち上がった住友別子病院を西本会員の

お世話で訪問できました。

７. 10月６日には、社会奉仕委員会から推薦の

あった、丹絹子さんを社会奉仕功労者として表彰

をさせてもらいました。

丹さんは、長年、受刑者の更生に多大な貢献を

されてきた方であり、平成22年には、藍綬褒章を

受けておられます。

まさに、社会への功労が顕著な方を表彰できた

と思っています。

８. 10月29日、30日には、１泊２日で秋の遠

足に、三田・大阪方面へ出掛けました。

29日には、さんだ山荘で三田牛のすき焼と松茸

を食べ、午後から松茸狩りを楽しみました。明星

会員の奥様は、とりわけ楽しかったと思います。

夜は、明治維新に、大阪財閥の地位を築いた藤田

伝三郎男爵の別邸である、料亭淀川亭で、吉本の

池乃めだかさんを迎えての夕食を楽しみ、宿泊は

超リッチなリッツカールトンでした。リッチなホ

テルは、ベッドの高さも高いことを初めて知りま

した。30日には、吉本新喜劇で大いに笑いました。

日野親睦委員長を始め、委員の皆様ご苦労さま

でした。

９. ここに、ようやく、上期の最後の22回目の

例会を迎えることができました。これも、井石

SAAの巧みな例会進行と、増田幹事・伊東副会長

を始め、その他の役員のご協力と、ご迷惑をおか

けしての会運営にもかかわらず、ロータリアンの

皆さまから寛容な心配りをして下さったおかげで

す。上期における皆さまのご協力に感謝し、上期

の回顧と致します。誠に有難うございました。

会長上期回顧
16 ～ 17年度会長　　高 橋 正 明
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新居浜ユネスコ協会は、いま・・・
新居浜ユネスコ協会　事務局長　　藤 野 卓 郎

新居浜ユネスコ協

会が生まれて12年が

経ちました。

設立初年度はご祝

儀気分も手伝ってか

会員数が300を超えて

いました。しかしそ

れから数年間会員数が減り続けました。ようやく

近年になって会員減少に歯止めがかかり、平成28

年12月現在、普通会員98人、賛助会員77社（団体）

という現況です。

先日、今治で四国ブロック・ユネスコ協会の研

究会がありました。そのワークショップの中で、

あなたの協会でよいと思うことは何か、という問

いが出されました。新居浜にはすぐれた特色が

数々ありますが、私はまず会員数、なかんずく企

業・団体が中心の賛助会員（年会費１万円）が多い

ことを挙げました。他協会の人からは「羨ましい」

との声を耳にしましたが、目標の達成、事業の推

進には相応の財源が必要です。新居浜にはその基

盤が安定していることに改めて気づかされ意を強

くしました。

余談から始めましたが、ここから「ユネスコ協

会って、何しているところ？」という問いにお答

えしなければなりません。ユネスコ協会と言えば

だれもがUNESCO（国連教育科学文化機関）の下

部組織だと思い込んでいるようですが、全くの別

組織です。

私たちのユネスコ協会は「戦争は人の心の中で

生まれるものであるから、人の心の中に平和の砦

を築かなければならない」というユネスコの理念、

精神に啓発された市民有志によって設立された民

間の団体です。世界で最初のユネスコ協会は70年

前に仙台で生まれました。日本には現在286のユ

ネスコ協会があり、県内にも７協会があります。

新居浜ユネスコ協会は、「つなげよう　平和の

心」を合言葉に、日本ユネスコ協会連盟の運動方

針の３つの柱に沿って活動を展開しています。

１つの柱は地域遺産の保護活動です。この分野

では新居浜南高のユネスコ部の「近代化産業遺産

を生かした学習活動」と、多喜浜塩田を地域の大

切な文化遺跡として次世代へ伝えていくための運

動、この２つが中心です。

第２の、「平和の文化」実践活動の分野では、「新

居浜ユネスコ寄席」と「平和の鐘を鳴らそう」と

いう集会。それと「国際交流（理解）セミナー」

を実施しています。

第３の世界寺子屋運動は、平和や幸福の基礎に

なるのが「教育」である、というコンセプトから

途上国の教育を支援する活動です。貧困と教育と

は密接に関係しています。貧しい家庭に生まれ

育った子供たちは家業の手助けのために学校へ行

けません。いま、世界には「学校に通えない子ども」

と「学校へ行けずに大人になって、文字の読み書

きができない人」が７億人とも８億人ともいると

言われています。世界寺子屋運動は、これらの人々

に無償で学べる教育の場「寺子屋」を提供する運

動です。その寺子屋建設の基金集めとして実施し

ているのが「書きそんじハガキ回収運動」です。

2016年度、新居浜ユネスコ協会では3,800枚分

＝17万6,111円分を回収することができました。

またこれとは別途に、カンボジアのロハル村の寺

子屋建設の基金として100万円を寄付しました。

これら事業の他に力を注いでいるのがユネスコ

スクールの持続発展教育（ESD）への支援です。愛

媛大、新居浜高専、東予信用金庫等々とESDを推

進するコンソーシアム（共同事業体）の一員として

事業推進に参画しています。

新居浜ユネスコ協会はこの12年間、青野会長の

もと確かな歩みを重ね他協会からも認められる存

在になりました。しかし、これは余談ではありま

せん。当協会が今日あるのは、事務所を光熱費等

含め無料で貸与してくれている愛媛新聞社新居浜

支社のバックアップあってこそであることを追記

し、感謝と御礼を申し上げます。そして終わりに、

当協会へ多数入会頂いている新居浜ロータリアン

の皆様方に、今後ともユネスコ運動へのいっそう

のご理解ご支援を賜りますようお願い申し上げる

次第です。

【外部卓話】
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2016年11月28日 ～ 12月

１日、国際ロータリーゾーン

１・２・３第45回ロータリー

研究会が開催されました。

素晴らしい方々が集まった

勉強会は、私の人生テーマ『出

会いが人生を変える』に当た

る勉強会でした。このような出会いを作って下

さった新居浜ロータリークラブの皆様に厚く感謝

いたします。ありがとうございました。

２泊３日を通じて、2016－2017年度国際ロー

タリーゾーン１・２・３のロータリアンの指導者・

幹部600名、日本全国９万人の会員を動かしてい

る方達に出会えた素晴らしい体験でした。

その中でRI会長ジョンF・ジャム夫妻は、この

研究会の最初から最後まで関わっていました。世

界会員数1,207,913人もの人々を先導している人

物のスピーチの声にはパワーがあり、エネルギー

が漲っていました。直々の勉強会と懇親会では、

お互いの真剣な学びの中にも多くの交流がありま

した。

RI会長は、「世界的に『潮目が変わった』。ロー

タリー運動は、時代の流れに乗った奉仕活動。世

界で良いことをしようと思っている若い男女はた

くさんいます。若い人に入って頂くことを考えて

下さい。」と最初から最後まで熱心に訴えられて

いました。

また、名古屋RCの皆様には、大変お世話をし

ていただき、我々は心地よく研究会に参加するこ

とができ、充実した楽しい時間を過ごすことが出

来ました。改めてお世話いただいた豊田ロータ

リークラブ実行委員の皆様に感謝申し上げます。

懇親会では、私はジョンF・ジャム夫妻に

「welcome  to  Japan ！」と挨拶をして、３人で

写真を撮らせていただきました。とても楽しく、

思い出に残る晩餐会になりました。

２日目は、今回の招集責任者である、斎藤 直美

（豊田RC）RI理事より、戦略計画は、これからの

ロータリーが、世界で良い事をしていくための将

来的な指針となる計画です。ロータリアンの希望

や願いを取り入れ、柔軟に対応しながら進化して

いきます。中核的価値観である奉仕活動を推進し

ていきましょうと、RI理事会の近況報告がありま

した。

ロータリー財団100周年記念特別講演『世界を

照らすLED』では、ノーベル賞を受賞された 

天野 浩 氏が、予算の無いなか大変苦労しながら

手作りで研究を続け、賞を頂いたお話をされ、今

からは後継者づくりに力を入れ、名古屋大学がい

かに素晴らしい大学であるかをPRしました。

RIポリオ委員会 小沢 一彦（横須賀RC）委員よ

り、ポリオプラス報告で世界では40件余りの患者

が出ていると報告されました。

続いて、米山記念奨学会 小沢 一彦 理事長から、

日本のロータリー事業、日本最大の奨学金として

15億７千万円集まりました。全国ロータリアンの

皆様に感謝いたします。お世話頂くクラブ並びに

カウンセラーの皆様のおかげです。現在124の国

と地域から、19,197人の外国人留学生を支援し

てきました。2017年度は、米山奨学生が766名

枠になります。また、2017年度には設立50周年

を迎えます。これからもご理解とご支援をお願い

しますとお礼の挨拶をされました。

基調講演は、国際ロータリー会長　ジョンF・

ジャム（チャタヌーガRC）氏です。『潮目が変わ

りました』。常に時代の流れを読み、変化に対応

したクラブ運営をして下さい。ロータリーを知っ

てもらって下さい。イメージアップで、活動をア

ピールして、若い人に魅力あるクラブ運営。入っ

て活動してみたくなるプログラム。若い人の中に

は女性も男性もいます。多くの人の手を借りて良

いことをしていきましょう。

皆さんは自分の行いによって誰かを幸せに出来

たという実感と思いがあるからロータリアンに

なったのだと思います。ロータリーの成功は、１

人のロータリアンや、一度の活動ではなく、パー

トナーシップとチームワークによって成し遂げら

第45回ロータリー研究会出席報告（in 名古屋）
愛媛第一分区ガバナー補佐　　永 田 光 春（新居浜RC）
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れるものです。重要なのは協力であり、個人の成

功よりも全員での達成を重んじる精神です。最後

に、会員基盤が一番です。世の中の人のお役に立

つため、地域の人のために働く人を増やしていこ

うと締めくくられました。

この度の研究会に参加できたことは無上の喜び

です。新居浜ロータリークラブ会員の皆様に厚く

感謝申し上げます。この素晴らしい研究会のすべ

てを報告しつくす事は難しく、どうかお許しくだ

さい。　

ありがとうございました。

この度、新居浜ロータリー

クラブに入会させていただく

ことになりました、百十四銀

行の松浦でございます。伝統

と格式のある当クラブの一員

となれることを、大変光栄に

思っております。また、推薦

をいただきました神野勝太様には心より感謝申し

上げます。前任の中村同様よろしくお願いいたし

ます。

私は、「寛永通宝」を模した巨大な砂絵があり、

いりこの水揚げが盛んな香川県観音寺市出身で

す。平成６年に入行し、地元の支店に勤務後、東

京や広島、岡山での勤務を経て、今回新居浜での

勤務となりました。職業柄若い頃から転勤を繰り

返し色々な所で生活してきましたが、愛媛県での

勤務は初めてになります。現在、妻と子供は香川

県坂出市に住んでおり、私は単身赴任で新居浜に

参っております。広島・岡山と単身生活を続け早

５年半が経ち、亭主元気で留守が良いと言うこと

わざをしみじみ感じる今日この頃です。

趣味は、子供が小さい頃から野球をしているこ

ともあり、野球観戦と少年野球の審判です。少年

野球は高校野球とは違い、様々なプレーが飛び出

します。また、保護者の方々も熱が入った応援を

していますので、微妙なプレーの時は気を使いま

す。ただ、大差が付いている試合では、子供・保

護者の顔色を見ながらジャッジすることもあり

ます。

新居浜に来てゴルフの機会が増えましたが、未

だ一向に上達しません。現在「趣味はゴルフ」と

答えられるように、時間が許す限り練習場に通い

ゴルフの練習を真剣にしています。今のところ、

練習すればするほど、スタンス・グリップ等々ど

んどん分からなくなっている状態です。いつに

なったら上達するのか分かりませんが、地道にコ

ツコツ頑張ってまいります。

未熟ではございますが、「奉仕の精神」に基づ

き皆様のご指導の下、様々な経験を積まさせてい

ただき、日々精進致しますのでどうぞ宜しくお願

い申し上げます。

入 会 挨 拶
　　松 浦 正 樹

（敬称略）

開　会� 高橋（正）会長

来客紹介� 石川親睦委員

　ゲスト　なし

　来訪ロータリアン� 佐々木善康様（西条RC）

誕生祝（12月）

　伊藤　雅治君   2日　　松尾　嘉禮君   6日

　小野　幸男君  10日　　井石　正哉君  22日

　村上　正純君  30日

出席報告� 山内出席委員長

幹事報告（ホームページに掲載）� 増田幹事

Ｈ28.12. １（第3129回）
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Ｈ28.12. ８（第3130回）　
開　会� 高橋（正）会長

来客紹介� 田中親睦委員

　ゲスト� 新居浜ユネスコ協会　事務局長　藤野卓郎様

　来訪ロータリアン　なし �

結婚記念祝（12月）
　高橋　英吉君   9日　　永田　光春君  17日

出席報告� 垂水出席副委員長

定例理事会報告� 高橋（正）会長

幹事報告（ホームページに掲載）� 増田幹事

各委員会の連絡事項
ニコニコ報告� 副SAA

新会員入会
　　　紹　　介� 神野勝太会員

　　　入会挨拶� 松浦正樹会員

　　　歓迎の辞� 高橋（正）会長

外部卓話
　　　紹　　介� 小野（幸）人間尊重副委員長

　　　卓　　話「新居浜ユネスコ協会の現況について」

� 藤野卓郎様

　　　謝　　辞� 高橋（正）会長

閉　会� 高橋（正）会長

Ｈ28.12.15（第3131回）　
開　会� 高橋（正）会長

来客紹介� 宮崎親睦委員

　ゲスト

住友別子病院　 　鈴木誠祐様

　来訪ロータリアン　なし �

出席報告� 山内出席委員長

幹事報告（ホームページに掲載）� 増田幹事

各委員会の連絡事項
ニコニコ報告� 副SAA

下期プログラム説明� 西本プログラム委員長

閉　会� 高橋（正）会長

Ｈ28.12.22（第3132回）　
開　会� 高橋（正）会長

来客紹介� 日野親睦委員長

　ゲスト　なし

　来訪ロータリアン　なし �

出席報告� 山内出席委員長

幹事報告（ホームページに掲載）� 増田幹事

各委員会の連絡事項
ニコニコ報告� 副SAA

ロータリー財団　
　�マルチプル・ポール・ハリス・フェロー・ピン授与（桑原征一会員）
� 高橋（正）会長

会長上期回顧� 高橋（正）会長

例会閉会� 高橋（正）会長

佐々木世希会員　黄綬褒章受章記念　記念撮影・祝賀会
� 日野親睦委員長

閉　会� 高橋（正）会長

各委員会の連絡事項
ニコニコ報告� 井石（安）SAA

定時総会� 高橋（正）会長

情報雑誌� 伊藤情報雑誌副委員長

閉　会� 高橋（正）会長

理事長
院　長
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高橋　正明　�先日、ものづくりの町新居浜という

番組がありました。そこで紹介され

ていた企業は全国に通じるものづく

り企業でしたが、その内のほとんど

が、新居浜ロータリー会員様企業で

した。さすが、職業奉仕に努められ

ているのだと感心しました。

神野　勝太　�先日の日曜日、テレビ愛媛で当社の

製品が取り上げられたそうです。

近藤　基起　�先日の日曜日に、弊社が新居浜もの

づくりブランドの１社として紹介さ

れました。恥ずかしながら私は確認

していませんので、一番はじめに紹

介されたことも今知った次第であり

ます。申し訳ございません。

井石安比古　�11月27日に、５人目の孫が生まれ

ました。今度は男です。母子共に健

康でなによりです。

妹尾　次郎　�初孫の100日のお宮参りとお食い初

めが、無事終わりました。ジジ馬鹿

になる気は全くなかったのですが、

日々の成長を見ていると思わずニン

マリです。

畑田　達志　�観光協会カレンダーをご利用いただ

きありがとうございます。デザイン

等は日野会員さんのお父様に企画を

すべてやってもらっています。日野

会員さんありがとうございます。

� 観光協会会長

伊藤　雅治　�明日で丁度90歳になります。卒寿と

いう事になりますが、未だ卒業には

少し修業が足らないのでしばらく落

第する事にして引続きお世話になり

たいと思います。落第生ですがよろ

しくお願いします。

松尾　嘉禮　�なんとか77才まで来ました。自分が

その年であるのが信じられません。

戦争を覚えている者が少なくなりま

した。誰が国を守るのか心配です。

村上　正純　�12月30日で67才になります。もう

ちょっと今の状態で過したいと思っ

ています。

井石　正哉　�あっという間に12月です。早いもの

です。12月22日は、山羊座になっ

たり、射手座になったり、ようする

に二重人格です。

近藤　利彦、高橋　英吉、垂水　辰仁　�（その他）

■ 12月１日 ………………………………………………………………………………………… ●

（敬称略）

山本　一心　�北海道紋別のバイオマス発電所が

12/1から営業運転を開始しました。

予定通りです。新居浜から15人の

方々が活躍しています。

伊藤　省司　�事務所移転１周年になりました。お

陰様で何とか借金が返せておりま

す。これからも借金が返せるよう頑

張ります。

松浦　正樹　�本日入会させていただきました。ど

うぞ宜しくお願い致します。

神野　勝太　�松浦百十四銀行支店長さんの入会お

めでとうございます。ご活躍を祈念

致します。

小野　幸男　�誕生祝をいただきありがとうござい

ます。

高橋　英吉　�38回目の結婚祝いです。更につづく

よう健康に留意するよう努力するつ

もりです。

小野　幸男　�藤野卓郎様に外部卓話をしていただ

きます。よろしくお願い致します。

青野　　正　�藤野先生、本日はご苦労様です。よ

ろしくお願いします。

横川　明英　�ユネスコの藤野先生、ご来訪ありが

とうございます。大先輩のご活躍に

敬意を表します。

野村　大介　�藤野先生、本日はありがとうござい

ました。

垂水　辰仁、明星　　元、妹尾　次郎、

萩尾　孝一　�（その他）

■ 12月８日 ………………………………………………………………………………………… ●
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安藤　賢一　�黄斑円孔の穴も塞がりました。無事

退院。

朝日　俊雄　�今月18日までのあかがねミュージア

ム企画展「郷土への眼差し」の展示

物に、新居浜出身のイラストレー

ター真鍋博さん達の若い芸術家が昭

和28年頃、私の両親が店の２階で営

業していた音楽喫茶店に集っておら

れた時の写真が掲示されています。

大変光栄に存じました。

中山　恵二、垂水　辰仁　�（その他）

■ 12月15日 … …………………………………………………………………………………… ●

佐々木世希　�受章祝賀会を開いていただきありが

とうございます。今後は社会に恩返

しをしていきます。

高橋　正明　�お祝い。佐々木会員、黄綬褒章おめ

でとうございます。

畑田　達志　�このたびは佐々木会員の御受章おめ

でとうございます。ますますの御活

躍をお祈り申し上げます。

井石安比古　�佐々木さん、黄綬褒章の受章おめで

とうございます。

横川　明英　�佐々木先生、受章おめでとうござい

ます。今後、より一層のご活躍を祈

念いたします。

朝日　俊雄　�佐々木さん、この度は誠におめでと

うございます。宮中に入れる方はそ

んなに居ないでしょうから、貴重な

人になられました。水引の茶盌でこ

れからも健康で文化にも貢献なされ

て下さい。

永田　光春　�今年１年お世話に成りました。来年

も宜しくお願いします。

高橋　正明　�上期半年大変お世話になりました。

皆様に感謝して。

伊東　省司　�何もしない副会長で申し訳ありませ

ん。お陰様で何とか前期が終りまし

た。ありがとうございます。

井石安比古　�上半期の例会の進行に、会員の皆様

の御協力ありがとうございました。

なんとか６ヶ月を終了できました。

桑原　征一　�マルチプル・ポール・ハリス・フェ

ロー・ピンを授与されました。これ

からも頑張りますので、宜しくお願

いします。

近藤　利彦　�この度は、桑原会員に、ロータリー

財団へのご協力誠にありがとうござ

いました。また、大変遅くなりまし

たが、嶋田会員、高橋会長におかれ

ましても、ご協力いただき誠にあり

がとうございました。

■ 12月22日 … …………………………………………………………………………………… ●

ニコニコ寄付金2016 〜 17 年度

12 月 合計 38 件  115,000 円       累 計 324 件  1,096,000 円

四国電力に入社して33年、

ごく平凡なサラリーマン生活

だったと思いますが、会社の

外からみれば、電力会社の事

務系社員とは一体どんな仕事

をしているのか、あまり知ら

れてないかなと思いますの

で、地味ですが私の会社履歴を振り返ってみます。

四国電力の事務系の新入社員は、まず四国内の

営業所に配属されます。私は高知営業所に配属さ

れました。営業所の事務職は、電気料金の集金、

使用量の検針、停電のお知らせ、新規申し込みの

受付など、雑多な仕事を受け持ちます。外回りが

多いので体力勝負です。入社した年は紛れもない

私 の 履 歴 書
宮 崎 誠 司
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猛暑で、さすがに夏バテしました。

４年目にして、本店の企画部に転勤し、一転し

てデスクワークです。四国経済、電力需要、原価

計算など、半分学生に戻ったような仕事でした。

30才の時に、東京に転勤し、今は無き経済企画庁

という役所に出向しました。ここで、政府の仕事

を少しお手伝いして、霞が関の様子を垣間見るこ

とができました。日・ＥＣ貿易協議に同行してブ

ラッセルに行ったのは良い思い出です。トマト

ピューレの関税などが議題で内容はチンプンカン

プンでしたが、おおいに刺激になりました。官僚

や他業界の友人が沢山できたのも財産です。

それから、本店の営業部に戻って、他の電力会

社などとの取引を担当します。伊方３号運開の前

後で、電力の売買契約や送電設備の費用負担契約

などが大きく変化し、最も忙しい時期でした。締

結する契約書に記載する金額がとにかく大きいの

で、気が抜けない毎日でした。

次に、契約業務に携わるに際して会計が分から

ないのは辛いと思い、希望して経理部に移りまし

た。この時、財務業務も経験させていただき、金

融の面白さを知ることができました。電力契約へ

の金融的手法の適用は、今も電力業界の新鮮な

テーマです。

経理部の３年間のうち半年間、ロンドン興銀に

研修に出していただき貴重な経験ができました。

短い海外生活でしたが、「郷に入っては郷に従え」

英語で「When in Rome, do as the Romans 

do．」という諺が身にしみました。例えば、ロン

ドンの路線バスでは、リンゴを丸かじりして床に

ポイ、は当たり前です。はじめはずいぶん行儀の

悪い国民だなと思っていましたが、自分でやって

みると大変便利です。駅の売店やコンビニでは、

よく果物を売っています。街を歩いていても、結

構何でもポイ、ポイです。実は、爆弾テロ対策で、

駅構内や路上にはゴミ箱がほとんど無く、その代

り１, ２時間ごとに大きな清掃車がやってきます。

その地域なりの事情があるのだなと思いました。

私は、その後、高松、新居浜、松山、高松、新

居浜と、何度も転勤しましたが、それぞれの地域

や職場の事情を尊重しながら、あまり意識せずに

「郷に入っては郷に従え」を実践し続けています。

PHD箱寄付金報告（インターアクト委員会）
　	 12月合計額	 3,365円　
	 2016〜17年度累計額	 22,558円　

	 昭和57年５月13日スタート以降の累計額	 1,568,097円

おのおのの物そして心の両面の10％をささげ、
世界に平和と健康をつくりだす人を−−。

PEACE･HEALTH  &  HUMAN  DEVELOPMENT

	 ６月末	 56名

　８月末	 56名

　９月末	 56名

	 10月末	 59名

	 11月末	 59名

	 12月末	 60名

正 会 員 数

2016〜17年度の入退会者
入　　会 退　　会 紹 介 者事 業 所 名月／日

9/1	 平尾秀一郎　　　 	 ㈱愛媛銀行　新居浜支店	 桑原　征一

9/29	 　　　中村　正明	 ㈱百十四銀行　新居浜支店	 神野　勝太

10/27	 貝掛　　敦　　　 	 住友金属鉱山(株)　別子事業所	 西本　　健

10/27	 丹　　一志　　　 	 住友化学㈱　愛媛工場	 一宮　捷宏

10/27	 山本　一心　　　 	 住友共同電力㈱	 秋月　伸治

12/8	 松浦　正樹　　　 	 ㈱百十四銀行　新居浜支店	 神野　勝太

	 計	 ５名	 1名



表紙のことば

１月号の表紙絵は例年通り年賀状の図柄に少し手を入れたものにした。今年は酉年少し騒
がしい年になるかもしれない。松の木にとまった尾長鳥が「初日の出」を見てその美しさに
驚き感激して大口を開けて初鳴きとして鬨の声を挙げている絵である。絵の中には１羽しか
いないが下のほうに沢山の仲間がいるのだと考えて欲しい。
今年は 30 数年ぶりにガバナーノミニーが当クラブから出る年である。クラブ員一同ガバナ
ーを中心として大きな鬨の声を挙げて頑張り、今以上に広く当クラブの存在を知らしめたい
ものと思う。今年は羽ばたきの年、飛躍の年である。頑張ろう！！
話は変わるが、私の家内は鶏が大嫌いである。とさかを見るだけで身震いがするそうである。
したがって私は結婚以来、家では鶏肉料理を食べさせてもらったことがない。その遠因は、
家内が幼かった頃親戚の家に行ったとき、夜のご馳走の１つとして裏庭で飼っていた鶏の首
を絞め、それを料理しているのを見て以来、鶏は勿論鳥類・獣類の肉を一切食べなくなり、
肉好きの私にも被害が出ることになった次第である。家内はベジタリアンではないので魚肉
は食べるのは救いであり、自分が魚を食べるときには時々牛肉料理を出してくれるが、種類
は限定される。ステーキでも焼き具合は完全なウエルダンにしてしまうので、禁止されてい
るキッチンに入って注文を付けなければならない。３週間のヨーロッパ旅行に連れて行った
こともあるが、海のない国では魚の種類も少ないのに、「家内は肉類を食べないので肉料理の
代わりに魚を頼む」とレストランに行くたびにつたない英語で説明し了解をもらうのに苦労
したこともあった。
昨年の11月15日で結婚してから63年になる。今年もロータリアンで生まれ年の還暦を迎え
た方はかなりあったが、結婚還暦はあまりないようである。結婚還暦を過ぎても食事的によ
く我慢しているなと我ながら感心している。
最近家内はアルツハイマーに侵され、物事を忘れ、毎日振り回されているが、肉を食べな
いということを忘れてくれれば一つの救いになるのだが、残念ながらそれは無理のようである。

 絵・文　伊藤雅治

この会報誌は環境保全・森林保護のため再生紙を利用して発刊しております。

JANUARY
2017

新居浜ロータリークラブ　会報委員長　井 石 正 哉
東田印刷株式会社

例会場　　リーガロイヤルホテル新居浜　　　　例会日 （木曜日）12:30～13:30
事務所　　リーガロイヤルホテル新居浜　　　　〒792-0007 新居浜市前田町6-9

ＴＥＬ（0897）34‐6767　ＦＡＸ（0897）35‐1321
会　長　　高 橋 正 明　　　　　　　　　幹　事 　　増 田 　 忍

● 発行所
● 印刷所

国際ロータリーテーマ

《 ’16 - ’17 》
人類に奉仕するロータリー

クラ ブ 基 本 方 針

《 ’16 - ’17 》
身近なところから
　　全員参加で奉仕を！

1

編 集 後 記

あけましておめでとうございます。平成 29 年の、新春を迎えロータリークラブの発展を祝
し会員各位のご安泰を心からお祈り申し上げます。
年明けからトランプ大統領の就任や、イギリスのEU離脱問題、韓国の慰安婦像の撤去問題
等海外のニュースが、そのまま日本国内の政治や経済の問題に、直結しております。
日本の国際化を感じる今日この頃ですが、国際的と言えば、日光東照宮や、寛永寺、伏見稲荷、
大阪の住吉大社他日本の８割ぐらい国宝、重文の修復等の仕事をしている小西工芸社という
会社があります。
この会社は 380 年くらい前に創立され、今も業界で抜きんでてトップの会社でありますが、
面白い事に、非常に日本的なこの会社の社長が、オックスフォード大学出身でデービッド・
アトキンソンと言われるイギリスの方です。アトキンソン氏は、裏千家よりお茶名も受けられ、
数多くの茶室も持っておられると聞いています。又京町家友の会の会長もされています。彼
は日本文化や、それを守る職人の喪失に危機感を持ち文化財の専門家として日本人以上に日
本文化の発展や保存に努力をされている社長でもあります。海外からの旅行者が、毎年確実
に増加している現在、日本人以上に日本の事をよく知っている海外の方が増えてきました。
アトキンソン氏以外にも超日本的会社の社長や、社員が海外の方という事も増えてくるかも
しれません。
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